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	Voice No.2
	宮里 雄馬 さん
	会社DATA
	――育休中は、どのように過ごしていましたか。
	2人目のときは里帰りはせず、夫婦で育児をする選択をしました。日中は私が長女を外に連れ出し、少しでも妻が家で休める時間をつくるよう心がけました。 夕食後は、妻が長女を寝かしつけている間に、私が次女をおんぶしながら寝かしつけをし、そのまま家事をしていました。夜中は交替し、私が長女を、妻が次女を見るという流れが自然にできていました。
	――育休を取って、よかったことや大変だったことを教えてください。
	――育休を経て、復帰前後で感じたことはありましたか。
	――最後に、これから育休を考えている方へ、メッセージをお願いします。
	繰り返しにはなりますが、早めに会社に相談をし、どのタイミングで育休に入るかなどの話をすることだと思います。私の育休取得時はちょうど法改正のあった時期だったため、上司も新しい制度について調べてくださり、スムーズに育休を取ることができました。 子どもと過ごす時間を通じて、育児への理解や家族の絆が更に深まると思いますので、慣れないことで大変ですが、しっかり育児に参画してほしいです。

	上長にも お話を伺いました
	株式会社宇都組 取締役建築部長

	松本 将幸 様
	育休取得の相談を受けたとき、戦力が一人抜けるということで、建築大工という職種がら誰でも代替できる仕事ではないので配置等含めて苦慮したところです。 一方で、ここ数年は働き方改革の流れもあり、従業員一人ひとりの要望にどう向き合っていくかは、会社として避けて通れない課題だと感じています。育休制度においては、「取るか取らないか」ではなく、取得を前提として「どう対応するか」を考える段階に来ているのだと思います。 出産については、ある程度予定がわかるので、現場の状況を見ながら、本人とも話をし、時期を調整し、取得してもらうことができました。各現場において、数カ月～短期間のものなど、さまざまな工期があるため、工程表にもとづいて、仕事の割りふりを調整していくことで、対応できる部分もあると感じています。 今後については、一度にまとめて長期間取得するだけでなく、短期間に分けて取得する方法も織り交ぜながら仕事や家庭の状況をふまえて考慮していくことが大切なのかなと感じています。


